
矢吹はるひ

地域を想う、私の思い

版築壁の実験 -スツール -
壊した土壁を砕いて版築
の材料に。納屋の壁を版
築で改修したいと考えて
い る が、ま ず は 小 さ く
版 築 を 実 験 す る た め に
休憩所に置くスツールを
制作。

広島県庄原市高野にある茅葺屋根
を保存した一棟貸しの宿に宿泊。
石場立ての
保存と建具と
地面の接し方
等 ディテール
の学びが
多かった。

LiDER スキャナによる点群
モ デ ル の 作 成。木 特 有 の
むくりやテクスチャを細部
ま で 確 認 で き る よ う に。

竹の屋台で島を練り歩き
　　　　お茶を配りながら
　　　　近所の方とお話し。
　　　みんな不思議がって
　　　　足を止めてくれて、
　　　　「お茶どうぞ」とい
　　　う声掛けで少しずつ
　　打ち解け自然と笑顔に。

島  会  議瀬 戸 内 ク リ エ イ タ ー ズ H U B

大工さんと納屋改修

Before

After

隣の島の大工さんに教えて
もらいながら壁の解体と朽
ちた柱を継ぐ。当初サウナ
を設していたが、みかん畑
に囲われた空間が心地よく、
全会一致でこのまま残して
休憩所として使ってもらう
ことに。

チャルメラ屋台

フィールドワーク

山から竹を切って
運び、屋台をつくる。
どんな竹がいいかその場で
考えて切り出し、組み方もみんなで考えながら組んだ り
解体したり。アイディアやチャレンジの積み重ねでできた
屋台は島会議が目指すものづくりの第一歩となった。

子供心自分でつくる文化
よそ者としての
ふるまい

暮らしの場を維持するには、自らの
住まいの創造を能動的に行うことが
重要であり、その行為は身近で難しく
ないものである必要がある。そこで、
私たちは分かりやすい「材料」「構造」
「工法」「メンテナンス」を用いて
家づくりを実験している。その建築
行為が楽しく、美しくあることで
文化として地域に根付き、持続して
いくことを期待している。

チャルメラ屋台で挨拶周りをしたり、
一緒に解体作業したり、祭りを開催
した。それらがよそ者が入ってくる
ことへの緩衝材となり、少しずつ
活動に関心を持つ人が増え受け入れ
られつつある。「どんな思いで、誰が、
何をやっているのか」をオープンに
して共感と応援してもらえるように
工夫している。

子供たちには自ら創造する楽しさを
共有したい。そのため WS には積極
的に小中学生の子供達を招いている。
子供たちに連れられた周りの大人は
仕方なしに参加するも、次第に
好奇心を掻き立てられ結果的に
ワイワイとものづくりができる。み
んなでつくるを達成するために、
子供たちがもたらす空気感は
貴重なものであると感じる。


